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前報において， ハクサイの結球過程における渉透庄の変化について調べ，渉透圧の消長と結球
現象との間に密接な関係のあることを報告したが， 本実験においては，とくに秋まきハクサイの
結球に際して， 還元糖，非還元糖および澱粉含量に如何なる消長がみられるかについて追求し，
これらの消長と， ハクサイの結球現象との間に密接な関係があることを知ったのでここに報告す
る．

　

本研究を行なうに当り， 北海道大学農学部田川隆教授，並びに北海道学芸大学旭川分校生物学
教室沢田義康助教授より御教示をえたことに対して深甚なる謝意を表する．

実験材料並びに実験方法

　

１） 供試材料

　

供試材料としては， 前報と同様 βγαｓｓばｃα

　

Ｐｅ財“”〃ｓお Ｒｕｐｒ．（ノ・クサイ） の一品種である 「松

島交配新一号」 を用いた．

　

２） 育成方法

　

前報に準じて７月２５日播種，９

　

月２７日迄育成を行ない，９月２８日の本葉１９枚， 草丈 ２１．９ｃｍ の
時期よりハクサイの生育にともなって， 結球の各時期について分析を行なった．
３） 測定方法

　

分析は重量法によって行なった． すなわち，ハクサイの本葉１９枚の時期より結球完了にいたる
全時期を通じ５ヶ体を試料として用い， 各生育期において，外葉， 中葉，内葉の中肋の中央部に
て表及び裏側に二分し， 表，裏側の各々の組織片を採り， これについて下記の方法により，分析
を行なった， 還元糖は Ｍｉｃｒｏ Ｂｅｒｔｒａｎｄ 法（Ｋ１ｅｉｎ；Ｈａｎｄｂｕｃｈｄｅｒｐｆｌａｎｚｅｎａｎａｌｙｓｅ，１９３２）によ

って行ない， Ｇ１ｕｃｏｓｅ とし，て計上した． また非還元糖， および澱粉は塩酸加水分解後， 上法によ
り測定した． 尚各測定値は何れも試料の生重量１ｇの中に含まれる含量を ｍｇ量で示したもので
ある，
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実験結果および考察

１） 還元糖の消長

前報において， 秋まき・クサイの結球時における渉透圧の変化について調べ， 結球
と直接的な

関係のあることを知った． そこでまず９月２８日よりハクサイの結球に伴う，外葉，中葉の中肋の

表側および，裏側における還元糖含量につ
いてみると，まず外葉では前報に報

告した如く， 秋ま

きハクサイでは，表側，裏側の渉透圧には，
０．１モルの差がみられ，裏側に比し

て表側に高い渉透

圧がみられた， そこで還元糖についてみると第１図に示す如く （第１図参照）還元
糖含量につい

ては，表側，裏側には
０．ｌｍｇ の僅少であるが差がみられた． すなわち，結球の開始期において

表側，裏側ともに急激なる還元糖含量
の減少がみられ， しかも結球の進むにともなって，表，裏

側間の還元糖含量の差には，殆んど変化がみられなかっ
た． 結球充実度が，３分位の時期である

１０月２３日頃より次第に還元糖含量は増加し， 結球完了期にはさらに急激なる増量がみられた． す

なわち，外葉では結球の開始とともに急激なる
還元糖の減少がみられ， 結球が殆んど完了する時

期には再び急激なる増量がみられた．
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つぎに中葉についてみると還元糖量は， 第２図に示すごとく （第２図参照）９月２８日では， 外

葉に比して約２倍量の蓄積がみられた，

　

しかもこの時期においても外葉と同様に裏側に比して表

側に多量の還元糖の蓄積がみられ， ハクサイの中肋部の渉透圧の消長について報告した場合と全

く同様な傾向がみられた． しかし結球が進むにつれて，表側および裏側のいずれも，次第
に還元

糖含量の減少がみられた． 外葉では結球が完了する時
期には急増がみられたのに反して， 中葉で

は結球の完了する時期においても減退の傾向にみられた．

　

このことは中自力部を経て，中葉の貯蔵

物質が結球完了のために，内葉へ移動することむによるものと思わ
れる． すなわち，還元糖の移動

転流が直接に， 結球現象と関連することを示すものである．

　

つぎに内葉についてみると，第３図に示す如く （第３図参照），
９月２８日における還元糖含量は

外葉のそれに比して多く， 中葉とほぼ同程度の蓄積がみられた． しかし結球開始に際し還元糖
の

急激な増量がみられた．これらの還元糖の増量は外葉お
よび中葉からの還元糖含量の移動および，
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非還元糖の分解転流移動によるものと考えられる．

　

しかし結球が進む１０月２３日には急激なる減退

がみられた．この減退は内葉における生長および結球肥大のための消費によるものと考えられる．
しかもこの時期では，特に外葉，および中葉に比して， 含葉の表側，裏側の還元糖含量に顕著な
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る差がみられた． かつ興味のあることは， 結球の開始より， 結球の充実が進むにともなって，表

側および裏側の差は増大される．

　

しかも外葉に比して中葉，および中葉に比して内葉における表

側，裏側間の差は増大する傾向がみられた， このことは前報と同様な傾向がみられ， 結球葉の屈

曲度と関連するものの如くである．

　

しかし結球充実が８分完了する１０月３０日ではかえって，還元

糖含量の増量，蓄積がみられた， すなわち，ハクサイの結球に際しては
還元糖含量はとくに， 中

葉， 内葉に多量含有され， 結球開始時期まで次第に蓄積増量されるが， 結球開始とともに急激な

る減少がみられ， 結球現象と直接的な関係を有するごとく思われる． ‐
一方外葉では， 結球開始さ

れる以前に還元糖が中葉，内葉へ移動転流することにより含量の低下がおこる， かくして外葉は

ハクサイの結球および充実に直接，或いは間接的に関係するごとく思われる．

２） 非還元糖の消長

非還元糖含量の消長についてみると， まず外葉では， 第４図に示す如き結果を得た． （第４図

参照）すなわち還元糖含量は結球が開始されると急激に減少するが， 同様に，非還元糖も分解が

おこなわれ，減量がみられた．

　

さらに非還元糖の場合も還元糖の場合と同様に，表側が裏側に比

し多量の含量を示した．

　

このことは， 結球開始に際して， 非還元糖の分解転流がお
こるものであ

って，その場合，外葉の中自力の非還元糖が直接或いは間接に関係するもの
のごとく態、われる． す

なわち， 結球開始に際し，外葉中自力の非還元糖の中， 内葉への移動転流を示しそれが結球現象と

関係するものと思われる．
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タト葉に於＼“非還た縫合量の変化

つぎに中葉についてみると， 外葉に比して非還元糖含量の蓄積が多く， 結球の進むにともなっ

てｖ

　

非還元糖の分解転流がみられた， （第５図参照）

　

さらに９月２８日における内葉についてみると （第６図参照） 中葉に比してさらに多量の非還元

糖の蓄積含量がみられた，

　

このことは内葉の結球にともなうハクサイ葉の新生，および生長肥大

の準備のための準備と思われる．

　

しかし結球の開始期には急激なる非還元糖の減量がみられた．

すなわち， 結球の開始には外葉からの非還元糖の転流および移動，さらに中葉および内葉におけ

る非還元糖の急激なる分解，がみられた． このことは， 内葉における中自力の還元糖含量の増量と

密接な関係があるごとく思われる．

３） 澱粉の消長

　

澱粉含量についてみると （第７図参照），まず外葉では，表側，裏側間の澱粉含有量に差がみら

れた． しかも結球の開始とともに，次第に澱粉含量は減少するが結球の殆んど完了する時期にお
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いては，澱粉含量は蓄積増量がみられた．

　

中葉については外葉と殆んど同程度の含有蓄積がみられ， しかも結球完了期になって澱粉含量

は次第に減退的傾向がみられた．

　

さらに内葉についてみると， （第９図参照）， 内葉の澱粉含量は，結球の開始時期には
減退する

が結球が進むとともに次第に澱粉の蓄積がみられたが， 中葉の場合と同様結球の完了期には減退

的傾向がみられた．

　

以上の結果より綜合するハクサイ葉の中肋部の還元糖，非還元糖，および澱粉の各含量は， い

ずれの時期においても，裏側に比して，表側に多いことが確かめられた， この事実は前報に報告
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した結果に伴う惨透圧の変化の機能の裏付づけとなるものであり， ハクサイの結球と直接的な関
係があるものと考えられる．

　

また結球開始とともに，外，中，内葉のいずれも，非還元糖，およ

び澱粉の分解転流がみられた． これにつれて，外葉，中葉，内葉には，顕著な還元糖の増量がみ

られた． しかも結球の進展にともなって再び増量蓄積がみられ，

　

ここに結球が完了するもの ご

とく思われる．
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１． ９月２８日 結球開始前の生育状態

２． １０月４日 結球開始期の生育状態

３． １０月１８日

　

結球２～３分抱合の生育状態

４。 １０月２３日

　

結球５～６分抱合の生育状態

５． １０月３０日

　

結球８分抱合の生育状態
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